
1

令和5年7月14日

大阪スタートアップ・エコシステムコンソーシアム

大阪における

スタートアップ・エコシステムの状況について
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ＫＰＩ進捗状況について

ＫＰＩ進捗状況

【進捗把握の方法】
１．「スタートアップ創出件数300社」「ユニコーン輩出件数3社」「5億円以上調達のスタートアップ件数75社以上」の目標については、大阪産業局の調査により算出する。
※スタートアップ：VC、事業会社、エンジェル投資家等から株式で資金調達を行っている未上場企業等を想定
２．「大学発スタートアップ輩出件数100社」の目標については、経済産業省「産業技術調査（大学発ベンチャー実態等調査）」をもとに算出する。
３．「外国人起業家の誘致件数20社」の目標については、 JETRO、IBPC、OBICの管理情報から一定の創業年数内に大阪に進出した企業を対象に算出する。
４．「スタートアップビザ活用数30者）の目標については、大阪産業局で管理するスタートアップビザ活用数から算出する。
５．「万博を契機に活躍するスタートアップ輩出件数50社」の目標については、算出方法を検討中。

KPI 大阪の目標 現状（2023年３月末時点）

スタートアップ設立数 300社
（うち大学発100社）

279社
（98社）

5億円以上調達のスタートアップ件数 75社 81社

外国人起業家の誘致件数 20社
（スタートアップVISA活用数30者）

25社
スタートアップVISA活用数 19者

ユニコーン輩出件数 3社 ０社

万博を契機に活躍するスタートアップ
輩出件数

50社 万博開催年に向けて輩出予定
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ＫＰＩ進捗状況について

大阪府内のスタートアップ企業資金調達額は順調に増加
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資金調達額推移

～1億円 1億～3億円 3億～5億円 ５億～10億円 10億円以上

・2022年調達額が200億円を突破し、過去最高額
・大型調達（10億円以上調達）額が増加
・5億円以上調達企業も累計81社となる

⇒ユニコーン創出に向けて
数十億超えの超大型調達企業創出が課題

年間投資額
200億突破と

2020年の倍近い

株式会社ネクイノ
シリーズＣで総額19億円調達

Micoworks株式会社
シリーズＡで総額18億円調達

株式会社バンカーズ・ホールディング

シリーズＢで総額16億円調達

ArchiTek株式会社
シリーズＣで総額13億円調達

TYPICA Holdings株式会社
シリーズＢで総額13億円調達

（単位：百万円）
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エコシステム内の課題解決に向けた取り組み

資金調達環境

人材確保（認知度
向上）支援

市場の開拓

大阪エコシステム
の発展

内外のリソースを活用した資金調達環境の強化
・首都圏VCとの連携による資金調達機会の増加
・大阪関西を拠点とするファンド組成の促進
・エンジェル投資家との交流促進

大阪のポテンシャルを活かしたエコシステムの発展
・スタートアップと、大手・中堅企業連携や、オープ
ンイノベーションの促進
・OIHからの海外に向けた情報発信や支援機関
連携
・国の海外アクセラレーションを活用したグローバル
展開支援
・万博の開催を契機とした、スタートアップ活躍や
実証実験実施の促進

域内スタートアップの発信強化、交流促進によ
る参画促進
・スタートアップの域外への情報発信を通じた支援
・大企業人材の出向、若手人材との交流等を通
じた支援

課題解決に向けた取り組み課題

✓ 新技術を活用したビジネス創出支援
✓ 万博プロジェクトや万博ファンド等官

民ビッグプロジェクトの活用
✓ JETRO海外アクセラレーションプログラ

ム活用
✓ 海外に向けた情報発信
✓ 海外スタートアップ誘致に関する取り

組みを通じた支援機関連携

✓ ECP-KANSAIを活用した人材確保
✓ 大企業等の人材が、スタートアップで

の実務経験を通じて新たな成長につ
なげる研修派遣機会提供

✓ 国内外に向けたSNSやWebを通じた
エコシステムの発信

✓ 資金調達環境促進事業
✓ OIH VC/ＣVCキャピタリストネット

ワーク形成
✓ 最初の資金調達につなげるプレシード

支援の体制構築

起動

グローバルスタートアップ成長支援事業

「EDGE-PRIME Initiative

万博プロジェクト

Ｏ－ＳＴＥＰ
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未来社会を構想し、テクノロジーを活用して、
グローバルに活躍するスタートアップを創出

令和4年11月 関西発のグローバル・スタートアップ創出に向けた
プログラム「起動」参加者募集を開始

エコシステム内の課題解決に向けた取り組み（起動）
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起動の位置づけ

起業に向けた研究開発
起業家育成

大学発スタートアップのアクセラ
レーション、産業界とのマッチング

起業時、起業直後に対する
事業構築支援

エコシステム内の課題解決に向けた取り組み（起動）



7

参画企業 【パートナー企業】

【協力大学】参画大学

エコシステム内の課題解決に向けた取り組み（起動）

※起動HPから抜粋
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採択者には、最大1,000万円の事業資金と全国トップクラスのキャピタリスト等、専門家に
よる6か月のハンズオンを提供。

未来社会を構想し、テクノロジーを活用して、グローバルに活躍するスタートアップの創出

令和5年度スケジュール等について

■応募資格：未来社会を構想し、テクノロジーを活用して、グローバルに活躍したいと志す個人、グループ、あるいは創
業5年以内のスタートアップで以下の条件を満たす者。

• 関西に本社若しくは事業所がある。又は、関西をベースに事業立ち上げ、成長をめざす意思があること。
• 資金調達を経て早期の事業拡大をめざす意思があること。 等

■募集期間（予定）：2023年10月～
■採択数：5者（予定）

エコシステム内の課題解決に向けた取り組み（起動）
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京阪神のVC＆CVCと連携を深めるため、京阪神のベンチャー
キャピタリストによる情報交換会を開催。

開催日
5/18、7/14、9/15、11/10、1/18、3/16

エコシステム内の課題解決に向けた取り組み（ＶＣ meetup）

・各ベンチャーキャピタリストの関心領域や投資情報を共有する情報交換会
・資金調達ニーズのあるスタートアップのピッチ登壇＆オープンメンタリング
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大学発新産業創出プログラム（START）大学・エコシステム推進型 スタートアップ・エコシステム形成支援 令和4年度補正

「EDGE-PRIME Initiative」採択

大きく変化する時代において、不確実性の高い環境の下でも、高校生等が自ら持つリソースの枠を越えて行動を起こし、新たな価値を生み出す力を得ることが
できるようなアントレプレナーシップ教育を提供する。本事業で開発・運営するプログラムは、高校の授業や課外活動との連携等も意識しながら検証を行い、
KSACがめざす人材像、且つ高校生等がなりたい人材像を実現できるようなモデルプランの構築をめざす。

＜本事業の位置づけ＞

エコシステム内の課題解決に向けた取り組み（EDGE-PRIME Initiative）
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万博プロジェクト

2025年大阪・関西万博の大阪ヘルスケアパビリオン内に設置される「展示・出展ゾーン」では、万博に向けて新技術開発などに取り
組む、優れた大阪の中小企業・スタートアップの技術力や魅力を、支援機関の企画した「リボーンチャレンジ」を通じて、国内外へ広く
発信していく。

～大阪ヘルスケアパビリオンへの参加をめざす
優れた中小企業・スタートアップを支援する事業企画～リボーンチャレンジ

未来社会を構想し、「REBORN（生まれ変われる・新たな一歩を踏
み出す）」をテーマに、大阪ヘルスケアパビリオン「展示・出展ゾーン」に
おいて中小企業・スタートアップを支援する事業企画26件が「リボーン
チャレンジ」に認定。

エコシステム内の課題解決に向けた取り組み（リボーンチャレンジ）
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プロジェクトはコンソーシアムの主要事業として積極的に発信

〇目標とする課題

・資金調達環境の強化
（スタートアップ向けファンドの組成及びLP参加 等）
・アクセラレーションプログラムの展開

コンソーシアムメンバー 単独 or 複数
（メンバー加入を前提に、メンバー外も可）

スタートアップの資金調達課題
に直結するプロジェクトを企画する！

コンソーシアム事務局

・KPI・課題への対応に向けた企画立案の相談
・他の参画メンバーの紹介・仲介

他のコンソーシアムメンバー
（メンバー加入を前提に、メンバー外も可）

そのプロジェクトに私も参加したい！

プロジェクト組成

・オープンイノベーション、スタートアップとの連携
・経営幹部候補人材の紹介支援
・海外スタートアップの誘致
・エコシステムの情報発信強化 等

エコシステムの主要な課題の解決に資する企画立案、プロジェクト推進の提案を募集

「 大阪スタートアップ・エコシステムプロジェクト（略称ＯーＳＴＥＰ）」
「創出」「資金調達」「人材確保」「顧客開拓」「情報発信」の課題に対し、メンバー間や事務局との連携を通じ、直接的な解決を目指す取組み

外部メディアでの記事掲載取材を通じたOIHでの発信 国情報交換会等での取組み紹介

プロジェクト事務局

大阪スタートアップ・エコシステム事業プロジェクト（ＯーＳＴＥＰ）
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エコシステム内の課題解決に向けた取り組み（Ｏ－ＳＴＥＰ）
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○大阪産業局が作成するページと連携し京阪神の各商工会議所がスタートアップ支援情報
を掲載したホームページを作成、 大企業のオープンイノベーションを促進し、スタートアップ
を支援する。

大阪スタートアップ・エコシステム事業プロジェクト（ＯーＳＴＥＰ）について

①大阪・京都・神戸3商工会議所事業「ｗｉｔｈ スタートアップ」

エコシステム内の課題解決に向けた取り組み（Ｏ－ＳＴＥＰ）
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大阪スタートアップ・エコシステム事業プロジェクト（ＯーＳＴＥＰ）について

①大阪・京都・神戸3商工会議所事業「ｗｉｔｈ スタートアップ」２０２３年度の予定

大阪・京都・神戸の商工会議所で実施するスタートアップ連携事業を相互
活用し、京阪神地域でのスタートアップの流動性をさらに高める

京阪神3商工会議所だけではなく、
様々な地域の商工会議所・支援機関と連携し、

さらに地域の枠を超えたマッチングを促進する

札 幌

広 島

香 川

名古屋

仙台

エコシステム内の課題解決に向けた取り組み（Ｏ－ＳＴＥＰ）
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大阪スタートアップ・エコシステム事業プロジェクト（ＯーＳＴＥＰ）について

②大阪ランディングパッド（Osaka Landing Pad）事業

〇インターナショナルパートナーとのフードテックピッチイベント実施
・ 6月 Swissnex
・12月 スペイン大使館経済商務部

〇新ローカル・インターナショナルパートナーの加入
・ 8月 スペイン大使館経済商務部
・11月 大阪外国企業誘致センター（O-BIC）

〇海外スタートアップ等の大阪視察対応（2023年2月）
14社17名が来訪、ローカルパートナーとともに大阪のプレゼンと交流を実施

エコシステム内の課題解決に向けた取り組み（Ｏ－ＳＴＥＰ）
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大阪スタートアップ・エコシステム事業プロジェクト（ＯーＳＴＥＰ）について

5月：スペイン大使館経済商務部からスペイン ビルバオ市で開催の
フードテックイベント「FOOD 4 FUTURE」への招聘を受け、渡西

〇ローカル及びインターナショナルパートナーとの関係性の深耕
・昨年度実施のイベント等を契機として関係を確立
・今年度は実際的な大阪への企業誘致につながる活動を実施する

〇大阪発スタートアップの海外送り出しに向けた機運醸成方策の検討

4月20日：スイスイベント登壇スタートアップ来阪・実演イベント

エコシステム内の課題解決に向けた取り組み（Ｏ－ＳＴＥＰ）

②大阪ランディングパッド（Osaka Landing Pad）事業 ２０２３年度の予
定
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① 個別サポート
・ビジネスコンサルティング
・ 法律相談
・大阪市行政サポートサービスの紹介
・スタートアップビザ手続き

② ビジネスマッチング
・日本企業とスタートアップの個別面談

＜パートナー団体＞ 海外スタートアップの大阪進出の活動支援 10社

【対象】

大阪、関西進出に関心のある海外スタートアップ

【要件】

• 創業10年未満のスタートアップ
• 大阪を拠点に活動する意思があること

③OSAKA SPRINGBOARDは、2つのメインサポートから成る、海外スタートアップの大阪・関西進出を支援するプログラム

（プログラム期間：2023年7月中旬～2024年2月末まで実施予定）

大阪スタートアップ・エコシステム事業プロジェクト（ＯーＳＴＥＰ）について

7/5＆6日イベント開催
台湾スタートアップ Pitch & Business Matching 

●イベント開催 2回

●海外スタートアップ支援先 10社

●マッチング候補開拓 39社

●個別サポート → 5件

●ビジネスマッチング → 6社

昨年度実績

エコシステム内の課題解決に向けた取り組み（Ｏ－ＳＴＥＰ）
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拠点都市に関連する国の支援事業

JETRO 2022年度 スタートアップシティ・アクセラレーションプログラムについて

【大阪の採択企業】 (11社）

Global Preparation コース

企業名 事業概要 コース名 アクセラ名

BLUE Symphony株式会社 写真とレーザースキャンによる計測を元に3Dモデルを生成する3次元復元システム「BLUE 
xR」の提供

Global 
Preparation

Plug and Play Japan

株式会社Ecold 障害児通所支援事業 開業運営支援
療育に関連するICT研究開発

Global 
Preparation

Plug and Play Japan

株式会社iDevice 圧損傷を生じない人工呼吸器用マスク JAVALLA（ジャバラ）の開発 Global 
Preparation

Plug and Play Japan

合同会社エルプロジェクト ケニアでの広告宣伝事業 Global 
Preparation

Plug and Play Japan

ライドデザイン ロボット&プロダクトデザイン&ブランディングのトータルデザインを提供 Global 
Preparation

Plug and Play Japan

Global Scale／ Enterprise Business／Deep Techコース

企業名 事業概要 コース名 アクセラ名

PaylessGate株式会社 ハンズフリー・非接触の認証・決済を可能とする認証・決済プラットフォーム、タッチレスで通
過できる電子チケットアプリの開発 Global Scale Techstars

株式会社fcuro (1) 医療AI開発・開発人材育成支援 (2) 医療システムの開発と提供 (3) 臨床研究
支援

Enterprise Business 
(B2B)

AlchemistX

株式会社Medi-LX 医療系学生のための教育用電子カルテサービス、看護師・看護学生向けオンラインセミ
ナー配信サービスの開発

Enterprise Business 
(B2B)

AlchemistX

株式会社EX-Fusion レーザー核融合商用炉の開発（大阪大学発） Deep Tech Berkeley SkyDeck

SACIQ株式会社 ソーシャルマッチングアプリの企画・運営 Deep Tech Berkeley SkyDeck

SKYSCAPE株式会社
（旧ドローネクスト株式会社）

ドローンビジネス、オペレーションサービスに関するコンサルティング。ドローンや空飛ぶクルマ
のインフラ施設「Vertiport」の開発 Deep Tech Berkeley SkyDeck
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拠点都市に関連する国の支援事業

■MedTech Actuator Global Navigator Japan 2022

・海外展開をめざすサービス・製品をもつスタートアップ等に向けて、海外における規制や治験取得に関する情報の提供や、シンガポール・オース
トラリアの病院や医療関連施設などへの訪問、並びに海外投資家等とのネットワーキング機会を提供するプログラム。

・MedTech Actuatorの、アジア太平洋地域でのネットワークとつながり、海外展開に向けたビジネスを考え、加速化につなげることをめざして実
施。

【日程】
10月13日～14日 kick off ＠OIH
11月23日～26日 シンガポール
11月27日～12月2日 オーストラリア

【参加企業数】
5社

スタートアップ・エコシステム拠点都市機能強化プログラム（大阪事業）

Medtech Global Navigatorと連携をし、「Medtech Global Navigator Japan」 と ピッチイベント
「Origin」 を実施。
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拠点都市に関連する国の支援事業

■ Medtech Global Navigator Origin

9月19日〜21日 ピッチ国内予選（講義付き）＠OIH
＜国内予選通過企業 3社＞
・iDevice
・Osaka Heat Cool
・Relive

10月24日〜28日 ピッチ国際予選 ＠メルボルン
上記3社、メルボルンに渡航
Osaka Heat Coolが最終日本代表

12月1日 ＧＡＬＡＦｉｎａｌ ピッチ ＠メルボルン
Osaka Heat Cool 伊庭野氏 登壇

スタートアップ・エコシステム拠点都市機能強化プログラム（大阪事業）

20
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活動事例（大阪イノベーションハブ）

大阪市が開設したスタートアップ支援拠点「大阪イノベーションハブ（OIH)」をコア拠点とし、
起業家・スタートアップのステージに応じた支援メニューを展開。

・2013年（平成25年）4月開設

・約600㎡の施設

インフラ系、通信系、電力系等の大手企
業のオープンイノベーション拠点も集積

年間利用者数

19,000＋

（2023年3月末現在）

年間イベント実施回数

200＋

年間ピッチイベント実施回数

50＋

資金調達額

400億円＋
（2016年～累計実績）

プロジェクト創出件数

500＋
（2013年～累計実績）

情報発信

メールマガジン購読者

21,500＋

OIHメンバーズ

プレイヤー 1,200＋
起業家、起業をめざす個人、企業の新規事業担当者

パートナー 450＋
投資・金融機関、大企業／経済団体、メディア、

大学・研究機関／支援機関等

（2013年から累計実績）



22

起業街道・関西プロジェクト

｢関西広域・アジア広域｣ ｢大企業が主体的に関与（ベンチャー企業との協業、オープンイノベーション）｣ ｢リアルテック
（研究開発型）分野に重点を置いた大学との連携｣ を特徴とする事業で、「交流」「創造」「広域連携」の３本柱で取組
を実施

活動事例（経済団体）
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起業街道・関西プロジェクト

「うめきた響合の場」 2023年2月21日～22日

首都圏で活躍するキャピタリストと、成
功事例を有する首都圏企業のＣＶ
Ｃ担当者を招き、資金調達環境の改
善やスタートアップ支援に向け意見交
換を実施。

関西ＶＣ・ＣＶＣ懇談会 2022年９月、23年３月

関経連×シリ丹バレー推進協議会「女性起業家サ
ポート交流会」 2023年2月22日

「あっちこっち関西・イノベーション
プロジェクト」の一環として、兵庫
県丹波県民局とともに、関西で
女性の起業を支援する「女性起
業家応援プロジェクト＆ネットワー
ク(ＬＥＤ関西）」の協力のもと、
女性起業家の交流会を開催。

DXやSDGｓといったテーマに沿って
マッチングイベントを実施。
• 出店参加機関：

大企業 14社
行政・支援機関 7機関
大学 6校

• 参加スタートアップ等： 43社
• 面談件数： 135件
• ネクストステージ(次回面談): 47件

活動事例（経済団体）
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グローバルイノベーションフォーラム
2022 開催実績

世界の先進的スタートアップと日本企業のオープンイノベー
ションを通じたビジネス創出を目的として開催

開催日時：2022年5月～2023年3月
出展社：15カ国30社
ウェブサイトのユーザー登録者数 660名
ウェブサイトのアクセス数 33,013回
基調講演・ライブピッチ 申込数 1,029名
商談アレンジ件数 44社61件
商談継続件数 55件（90％）

活動事例（経済団体）
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関西経済同友会のベンチャーエコシステム委員会メン
バーを中心に、ベンチャー企業と財界人のメンタリング
セッションを開催関西ブリッジフォーラム（KBF)

同友会会員がメンターとしてベンチャー企業経営者にアドバイス・ネットワーキング
・2022年度は６回
（5月19日、7月13日、9月22日、11月9日、
1月26日、3月15日）開催

※2022年度の新たな取組
J-Startup KANSAI企業との連携・支援

活動事例（経済団体）
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・スーパーえこひいき
「特定有望ベンチャーのスケールアップと成長に向けた支援」スタート

【選出５社】

株式会社アロマジョイン 世界初のデジタル香りコントロール装置を開発

株式会社 With Midwife 助産師ネットワークを軸に法人向け従業員支援プログラムなどを展開

株式会社笑美面 「高齢者住宅探しのプロ」による紹介サービス

Symbiobe 株式会社 海洋性光合成細菌を用い二酸化炭素・窒素を固定しバイオマテリアルを生産

株式会社ロスゼロ フードシェアリングによる食品ロス・SDGs の実践

・ 2022 年 11 月 22 日 第 5 回リバースピッチ
Friendly Meet Up Kansai 開催

グローバル・ベンチャーエコシステム委員会

エコシステム発展に向け、産官学連携の促進、国内外への発信・ネッ
トワーク強化、既存企業とベンチャー企業の連携などを促進

関西電力 経営企画室イノベーションラボ
イノベーション推進グループ 梶木 亮 氏

パナソニックエレクトリックワークス社 事業開発推進部 原 尚史 氏
村田製作所 機能デバイス事業部 商品技術部 面田 知明 氏

活動事例（経済団体）
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大阪大学Innovators’ Club（アントレプレナー育成）活動事例（大学）

大阪大学
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活動事例（大学）

①検討チームの発足

②事業構想の構築

③知財戦略の策定

④資本戦略の策定

具体的な起業手続

チームビルド

経営者相談

パートナー
紹介

知財戦略
立案

資金調達

法律相談等

JSSA 岡会長
経営者相談

ベンチャー
CxO紹介

CxO
マッチングプログラム

OUVC TSUNAGU
PROGRAM

経営相談
北米展開支援

NEDOカタライザー
潮 特任教授

特許庁出向者による
知財戦略相談

特許庁委託事業

Cyclo Hygieia

特許戦略
コンサルティング

連携VC紹介

大阪大学
連携VC連絡会
参加30社

学内外
グラント紹介

融資紹介

入居施設
テクノアライアンス

C棟（新棟）

田中勇一郎
弁護士事務所

法律相談
弁護士会計士紹介

企業マッチング(金融機関)ライフサイエンス系
企業マッチング支援

大阪府

知財戦略
デザイナー相談
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活動事例（大学）

出典 https://ksac.site/activity/coprate/

分野別採択数 大学別採択数分野別採択数 大学別採択数

2021年度 SCORE事業
26件

2022年度 START事業
27件

✓ 2022年5月 CoBe-Tech社 創業 ✓ 2023年4月 コクリエ社 創業

✓ 2023年6月 ayumo社 創業予定

説明可能AIを用いたインフラ点検サービス事業
研究代表者：大阪大学 産業科学研究所 鶴田 修一 助教

歩容のAI解析によるヘルスケア事業
研究代表者：大阪大学医学部附属病院 森口 悠 特任講師

人間科学と行動経済学による起業課題の解決
研究代表者：大阪大学 人間科学研究科 平井 啓 准教授

・人文、社会科学系のみ申請
・その他分野は官民イノベプログラムで支援
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「実学社会起業イノベーション学位プログラム」スタート

活動事例（大学）

近畿大学

名 称 ： 実学社会起業イノベーション学位プログラム
課 程 ： 修士課程（2年制）
開 設 ： 令和5年（2023年）4月
入学定員： 30名
学 位 ： 修士（学術）

概 要

「起業」「イノベーション創生」によって社会課題の解決・社会変革に挑戦する人材の養成

教育理念

スタートアップ起業家>
社会のニーズや課題と研究シーズをマッチングさせ、起業できる人材

イントレプレナー（企業内起業家）>
企業における社内ベンチャーやプロジェクトリーダーとして新事業・新商品開発の活性化や改革に貢献できる人材

アトツギベンチャー起業家>
後継者として事業承継に取り組みつつ、イノベーティブに新たな事業を発案し、実行できるノウハウを備えた人材

ソーシャル・アントレプレナー（社会起業家）>
NPO・NGO立ち上げ、グローバルな社会的課題の解決に挑戦できる人材

ポリシー・アントレプレナー（政策起業家）>
NPO・NGO立ち上げ、グローバルな社会的課題の解決に挑戦できる人材

インキュベイトファンド株式会社

公益財団法人 大阪産業局

限定された地域に閉じない多様で体系的なアントレプレナーシップ教育の実施

多彩な講師陣による講義>
学内教員だけでなく、起業家・行政・コンサルティング企業等の実務家講師を招聘

特色

長期インターンシップ>
東京を中心に約2か月間のインターンシップを実施

充実したメンタリング体制>
文系教員１名＋理系教員１名＋学外メンター１名の合計３名による指導体制
多様な学部出身者で構成する学生チーム制の導入

学部・大学院の連携>
学部4年間＋大学院2年間＝合計6年間で起業にチャレンジする環境づくり

入学試験>
学部時の専門分野は一切問わない、小論文・口頭試問にて合否判定

関連リンク

https://www.kindai.ac.jp/graduate/department/entrepreneurship/

「実学社会起業イノベーション学位プログラム」ホームページ>

紹介動画
インキュベイトファンド（株）
本間代表メッセージ動画

養成する人物像

パートナーシップ機関

2023年度 入学生（第1期生）
総 数 ： 17名（うち近畿大学出身者13名）

社会人 ： 3名
起業中 ： 3名（社会人含む）
起業準備中： 2名

入学者の特色
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「OIC CONNECT」スタート

活動事例（大学）

立命館大学

OIC CONNÉCTは、立命館と一般社団法人
Venture Café Tokyoが提携して毎月1回、立命
館大学大阪いばらきキャンパス（OIC）で開催され
る、学びの機会（パネルセッション、レクチャー、ワーク
ショップ）と繋がりの機会（ネットワーキング、展示
テーブル）の組み合わせからなるイノベーション促進/
交流プログラム
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大学発スタートアップの創出、金融機関・ＶＣ、支援機関とのマッチング等

スタートアップカフェ大阪

都心型オープンイノベーション
拠点 Xport［クロスポート］

大企業、中堅・中小企業、スタートアップ、学生、支援機関との
ネットワーキング

活動事例（大学）
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＜ありがとうございます＞

大阪スタートアップ・エコシステムコンソーシアム


